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源
の
都
合
で
、
一
部
の
事
業
で
終
ら
ぬ

よ
う
、
配
慮
し
た
い
。

同
指
導
体
制

長
期
投
資
で
あ
り
、
全
般
的
な
指
導

は
、
農
協
及
び
森
組
に
期
待
し
、
更
に

行
政
指
導
宏
と
も
に
す
る
。

⑥
民
生
一
福
祉
と
衛
生
対
策

一
~
ハ
門
保
健
衛
生

A

h

帯

一

岡

村

憤

回

線

の

貫

通

運

動

を

強

く

推

進

す

る

。

ハ

門

振

興

山

荷

の

指

定

一

d
健
所
の
協
力
に
す
が
っ
て
い
る
が
一

卒

一

1

補

助

金

と

、

受

益

者

寄

付

金

の

ほ

か

同

村

道

今

年

、

二

次

官

建

を

受

け

、

事

一

将

来

は

保

健

婦

を

雇

用

し

て

の

予

器

;

一

は

、

大

部

分

が

起

債

で

あ

り

、

辺

地

、

一

各

線

に

改

良

を

要

す

る

喜

多

く

、

一

業

計

画

の

雲

中

で

あ

る

が

、

基

幹

集

長

望

ま

し
U

長

稲

田

三

温

一

事

の

村

に

痛

な

特

別

債

の

確

保

一

こ

れ

が

早

期

実

現

に

努

め

る

。

一

落

セ

ン

タ

ー

号

、

農

作

物

語

荷

所

一

同

議

所

昨
年
末
の
経
済
不
況
に
伴
い
、
行
政
一
高
論
と
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
一
に
全
力
を
あ
げ
た
い
。
一
七
曲

1
稲
谷
線
の
早
期
完
成
を
期
す
一
そ
の
他
を
考
え
て
い
る
。
一
進
歩
す
る
医
療
器
材
も
必
要
で
あ
ろ

の

う

え

に

も

、

や

む

な

く

、

準

用

抑

一

念

願

い

た

し

、

わ

た

く

し

の

所

信

の

二

回

寄

付

金

一

る

。

一

回

稲

作

一

ぅ

。

そ

の

前

に

建

物

の

改

築

を

検

討

し

制

策

を

打

ち

出

す

こ

と

と

な

り

、

そ

の

一

端

を

申

し

の

べ

て

み

ま

す

。

一

審

舎

、

現

在

の

特

別

僚

が

認

め

一

回

選

一

水

田

の

語

、

及

び

¥

転

作

の

奨

励

一

た

い

。

影
響
は
、
具
弱
小
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
一
⑨
村
財
源
と
運
営
管
理
一
ら
れ
る
聞
は
、
震
維
持
で
、
公
共
的
一
農
地
薬
会
附
帯
農
道
に
よ
っ
て
、
一
に
よ
っ
て
、
減
少
が
、
心
配
さ
れ
る
。
、
一
軍
人
対
策

の

村

に

も

、

深

刻

な

富

と

し

て

現

わ

一

仲

村

税

一

事

業

は

進

め

た

い

。

一

整

備

は

霊

に

図

ら

れ

て

い

る

、

喜

一

機

械

化

の

利

用

が

で

き

る

改

閏

の

と

診

療

所

と

あ

わ

せ

て

、

老

人

目

だ

ま

れ

て

き

た

。

一

村

税

は

、

予

算

額

の

三

パ

ー

セ

ン

ト

一

同

人

事

管

理

一

は

生

活

道

路

と

併

用

の

開

発

を

行

な

う

。

一

要

と

な

ろ

う

。

一

り

所

の

設

置

を

試

み

た

い

。

し

か

し

、

静

か

に

今

日

ま

で

を

反

省

一

に

足

り

な

い

現

状

で

あ

る

が

、

主

に

一

'

公

費

の

人

件

費

は

近

年

書

し

て

一

岡

林

道

一

回

畑

作

(

一

里

会

福

祉

協

議

会

す
る
と
き
、
こ
の
現
象
は
免
れ
ざ
る
事
一
お
い
て
も
、
増
収
は
望
め
な
い
も
の
と
一
お
り
、
特
別
事
業
を
除
い
て
、
定
数
主
義
林
道
は
三
線
あ
る
が
、
今
年
決
一
国
営
総
合
農
地
開
発
も
小
規
模
で
、
一
村
氏
総
参
加
の
実
現
を
み
て
い
る
の

露

で

あ

っ

た

と

も

思

わ

れ

る

。

一

思

わ

れ

る

。

一

は

し

な

い

。

一

定

を

み

て

い

る

横

手

百

合

議

の

早

一

新

分

野

の

改

畑

等

が

望

ま

れ

る

の

で

、

一

で

、

在

職

員

を

お

い

て

更

に

充

実

を

一

現

在

最

も

大

切

な

こ

と

は

、

財

産

的

一

同

地

方

交

付

税

協

議

構

事

設

を

図

る

。

一

土

地

改

良

事

業

の

検

討

が

必

要

で

あ

る

一

図

り

た

い

。

投

資

を

優

先

し

、

最

大

限

の

節

約

を

図

一

算

定

基

礎

は

国

で

定

め

ら

れ

、

諸

物

一

能

率

第

一

主

義

と

し

て

、

勤

勉

で

努

一

審

一

倒

産

物

品

一

伺

住

民

生

活

設

計

戸
、
将
来
の
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
こ
一
価
の
上
昇
に
よ
る
、
自
然
増
以
外
は
、
一
カ
型
の
職
員
養
成
に
つ
と
め
る
。
一
多
く
は
、
従
来
の
議
官
、
永
久
て
い
た
け
、
菜
、
葉
た
は
こ
、
霊
一
国
及
び
県
の
対
策
に
応
じ
、
行
政
的

と

で

あ

る

。

一

あ

ま

り

考

え

ら

ら

れ

な

い

。

一

重

路

橋

り

ょ

う

一

橋

に

替

え

ら

れ

た

が

、

七

曲

新

橋

と

、

一

を

毒

物

と

し

て

、

い

っ

そ

う

の

近

代

一

な

相

談

室

の

強

化

を

進

め

た

い

。

村

民

主

の

、

今

日

ま

で

の

あ

た

た

一

層

、

塁

率

一

H
遺

言

語

の

か

け

替

え

は

、

雪

手

一

化

施

設

を

図

る

。

一

同

衛

生

処

理

か
い
ご
男
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
一
へ
き
地
対
策
と
し
て
の
、
望
書
一
五
線
の
県
道
の
逐
次
改
良
と
あ
わ
せ
一
る
の
で
実
現
に
努
力
す
る
。
一
回
林
業
構
造
改
善
一
今
年
は
、
ご
み
処
理
施
設
も
議
の

す
と
と
も
ビ
、
妻
、
い
っ
そ
う
の
ご
一
制
度
の
確
保
に
重
点
を
お
き
た
い
o

一
て
、
舗
装
の
早
期
実
現
と
、
惣
川
ふ
一
審
震
対
策
一
二
次
一
理
を
今
年
受
け
て
い
る
。
財
一
見
込
み
で
あ
り
、
こ
れ
の
利
用
に
関
す

る
指
導
を
図
り
た
い
。

⑨
教
育

ハ
門
小
学
校

水
泳

0

ア
ー
ル
、
体
育
館
等
の
必
要
か

叫
ば
れ
て
い
る
。

本
村
将
来
の
適
正
規
模
の
統
合
と
あ

わ
せ
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

山
中
学
校

施
設
備
品
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

環
境
整
備
に
努
め
、
営
カ
の
向
上
を
期

し
た
い
。

同
幼
児
教
育

幼
稚
園
の
義
務
化
が
い
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
小
学
校
の
統
合
と
あ

わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
し
ば
ら

く
は
現
状
の
保
育
所
で
、
幼
児
教
育
を

図
り
た
い
。

同
社
会
教
育

各
区
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
集
会
所

の
活
用
等
に
よ
っ
て
話
合
う
、
い
な
か

特
有
の
方
式
を
考
え
た
い
。

公
民
館
の
充
実
と
活
動
を
図
り
た
い

⑥
消
防
と
防
災

ハ
門
消
防
団

団
員
の
定
数
と
、
欄
戚
の
問
題
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
団
員
の
意

見
調
整
を
図
る
。
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本守

./'ミわか

点とした

づくり栓一一

村
は
昭
和
四
十

八
年
を
基
準
年
度

と
し
、
河
辺
村
総

合
開
発
計
画
に
基

づ
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
な
る
地
区
集

会
所
の
設
置
(
一

区
に
一
集
会
所
)

を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

・0
四
十
八
年
度
に
は
、
芳
三
区
集
会

所
と
芳
十
四
区
集
会
所
を
整
備
。

O
四
十
九
年
度
は
、
芳
一
区
集
会
所

と
芳
七
区
集
会
所
が
完
成
。

。
五
十
年
度
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は

方
四
区
と
赤
十
一
区
で
す
。

ま
た
既
設
の
植
松
分
館
、
山
王
集
会

所
を
合
わ
せ
る
と
、
本
年
中
に
八
集

50年 7月15日発行

一集会醗惑を

(1) 

発行

河辺村公民館
有一一葉

館報編集委員会
電話河辺 17番

会
所
が
活
動
態
勢
に
入
る
こ
と
に
な

り
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
は
十
四
の

集
会
所
が
整
備
さ
れ
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
の
集
会
所
を
地
区
住

民
の
方
が
大
い
に
利
用
し
て
、
お
互

い
の
活
動
の
場
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

集
会
所
は
出
来
た
が
、
年
中
:
錠

が
か
か
っ
て
い
て
、
せ
い
ぜ
い
年
に

二
回
J
三
回
の
利
用
程
度
で
は
、
多

額
の
経
費
を
使
っ
て
建
築
し
た
価
値

が
な
く
な
り
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
施
設
を
利
用

し
た
ら
よ
い
か
二
・
コ
一
参
考
に
あ
げ

て
見
ま
し
ょ
う
。

①
地
区
住
民
が
常
時
、
気
軽
に
集
会

が
で
き
る
場
と
す
る
。

②
地
区
内
の
婦
人
会
、
青
年
回
、
老

人
会
、
子
供
会
等
の
研
修
の
場
と

す
る
。

③
地
区
内
の
生
活
指
導
(
栄
養
料
理

住
宅
改
善
}
等
の
場
と
す
る
。

品
道
官
林
業
全
般
の
進
歩
的
な
研
修
の

印刷所間藤田印刷所
大洲市常磐町骨3273番

河辺村人口動態

2，499 

1，252 

642 

(S， 50， 7月1日現)

口

子

子

世帯数

人

男

女

場
と
す
る
。

⑤
地
区
内
の
友
交
を
深
め
る
場
と
す

る。

地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
健
康
で
豊
か

な
生
活
を
す
る
の
に
は
、
地
区
の
集

会
所
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
ら
よ

い
カ
。方

法
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

現
在
、
集
会
所
を
活
発
に
利
用
し

て
い
る
地
区
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す

そ
れ
は
、
主
二
区
集
会
所
(
三
久

保
、
横
山
地
区
)
で
、
昭
和
四
十
八

年
度
事
業
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て

備
品
の
補
充
、
所
外
の
植
樹
な
ど
を

完
了
し
、
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
次

の
よ
う
な
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

O
七
月
四
日
・

E

-

老
八
学
級
の
開
催
、

婦
人
会
、
農
業
改
良
普
及
所
の
協

力
で
、
季
節
料
理
の
試
食
会
を
行

な
う
。

1，247 

718 

2，810 

756 

3，599 

(S， 40， 10月現)

(S. 45. 10月現)

世帯数

世帯数

口

口人

人

O
十
一
月
二
十
日
:
大
洲
農
業
改
良

普
及
所
に
よ
る
、
芳
一
回
農
村
テ

レ
ビ
主
婦
学
校
を
開
催
。

O
十
一
月
三
十
日
:
:
芳
二
回
目
を
開

催
。
十
二
月
十
九
日
:
芳
三
回
目
を

開
催
。
十
二
月
二
十
五
日
:
・
農
村
テ

レ
ピ
主
婦
学
校
の
閉
校
式
を
行
な

う
。
終
了
後
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
、

区
長
、
婦
人
会
の
話
し
合
い
を
行

な
い
、
こ
の
日
、
婦
人
グ
ル
ー
プ
(

(
青
葉
会
)
が
誕
生
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
実
E
所
の
完
成
を

ま
ち
か
ま
え
て
積
極
的
に
施
設
を
活

用
で
き
た
こ
と
は
、
地
区
住
民
お
よ

び
各
種
団
体
の
社
会
教
育
に
対
す
る

熱
情
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
集
会
所
を

社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て

い
る
時
例
だ
と
恩
い
ま
す
。

ど
う
か
、
施
設
を
休
ま
す
こ
と
な

く
大
い
に
利
用
し
て
、
地
域
の
人
達

が
健
康
で
、
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
に

役
立
つ
よ
う
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
固
い
ま
す
。
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'

最

近

、

保

険

税

が

と

び

上

が

る

ほ

ど

L
F畠
Y

J

上
昇
し
て
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
を
お
ど

!
 

ハ
脚

l

¥

ろ
か
し
て
い
る
。

同
盟
主
唱

L
E朝
五

0
年
度
は
、
四
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

闘
鮎
賜

g離
島

の

上

昇

率

と

な

っ

て

い

る

な
ぜ
こ
ん
な
に
保
険
税

⑨
七
月
の
水
稲
の
肥
培
管
理
t

一
号
一
O
日
ま
で
に
散
布
を
終
る
よ
う
に
一
五
割
の
被
害
が
出
る
園
も
あ
る
。
一
ノ
'
が
あ
が
る
の
だ
ろ
う
か
?

七
月
の
天
候
は
、
六
用
に
続
い
オ
梅
一
す
る
。
一
こ
の
防
除
は
七
月
下
旬
と
八
月
中
、
下
一

'f一
国
保
係
へ
お
願
い
し
て

雨
前
練
の
活
動
が
活
発
で
夫
雨
の
お
そ
一
散
布
は
ニ
・
四

l
D粒
剤
一

0
ア
ー
ル
一
旬
の
二
国
防
除
が
効
果
的
で
あ
る
。
一

d
c
そ
の
資
料
を
あ
さ
っ
て
み

れ
が
あ
り
、
そ
の
後
一
時
、
夏
か
よ
う
一
当
た
り
四
匂
を
使
用
す
る
。
一
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
幼
虫
一
砧
制
た
。

な
天
候
と
な
る
が

Zに
は
震
が
く
一
は
じ
め
、
草
ま
ぐ
れ
る
位
、
水
を
張
一
は
六
月
中
旬
l
七
月
下
旬
に
発
生
し
、
一
一
日
医
療
費
七
二
五
回

ず
れ
、
梅
雨
明
け
早
ま
り
ゃ
出
遅
一
り
、
後
は
止
水
を
し
て
お
〈
よ
う
に
す
玄
生
か
ら
子
四
年
す
る
と
樹
を
枯
ら
一
任
寝
室
-
九
倍

れ

る

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

一

る

。

一

す

室

で

、

防

除

草

一

一

フ

エ

l

ト

乳

一

閉

ま

ず

、

昭

和

四

O
E

-

一

一

高

刈

自

か

ら

、

昭

和

四

九

年

度

ま

こ

の

よ

う

な

天

候

下

に

お

い

て

稲

の

主

臼

病

害

虫

防

除

一

剤

を

七

月

上

旬

と

下

旬

の

一

面

散

布

す

一

ふ

提

干

}

一

言

一

時

国

γ

で
の
、
被
保
険
者
一
人
当

育
は
、
今
月
が
米
の
収
量
決
定
要
素
の
一
ニ
カ
メ
虫
一
世
代
の
発
生
時
期
は
一
る
。
ピ
ニ
フ
エ

1
ト
は
，
類
に
も
一
眠
市
一

一

一

:

一

1
ご
り
の
医
療
費
と
保
険
税
の

穂
数
確
保
の
時
期
で
あ
り
、
六
月
上
、
一
平
年
並
、
重
量
は
き
わ
め
で
少
な
い
一
効
果
が
あ
る
。
一
偶
動
向
を
グ
ラ
フ
に
し
て
み
一
昇
に
比
例
し
て
、
保
険
税
が
あ
が
る
の

中
旬
に
植
え
た
も
の
は
七
月
中
旬
ま
で
一
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ウ
ン
カ
、
ョ
一
一
大
牛
は
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
一
レ
}
る
こ
と
に
し
た
。
一
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
は
あ
る
が
、
被

に
有
効
茎
(
業
主
一
枚
以
上
つ
け
た
分
一
コ
パ
イ
類
を
中
心
に
ニ
カ
メ
イ
虫
一
世
一
八
月
に
は
虫
禁
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
一
{
こ
れ
を
見
る
と
、
昭
和
一
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ま
こ
と

け
っ
数
)
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
一
代
、
ウ
ン
カ
ヨ
コ
バ
イ
類
と
あ
わ
せ
て
一
る
の
で
見
つ
け
し
だ
い
捕
殺
す
る
。
一
費
四
九
年
度
医
療
費
が
急
激
一
に
「
ン
ン
ド
イ
」
話
で
は
あ
る
。

す

。

一

葉

イ

モ

チ

病

の

同

時

防

除

を

し

て

下

さ

一

口

秋

肥

の

施

用

一

蕗

単

に

あ

が

っ

て

、

昭

和

四

八

一

し

か

し

な

が

ら

医

療

費

に

比

較

す

れ

そ

こ

で

次

の

こ

と

に

注

意

し

ま

し

ょ

一

ぃ

。

一

秋

肥

は

翌

年

の

花

着

を

良

く

す

る

た

一

4
寸
ι

年
度
の
約
二
倍
と
な
っ
て
一
ば
、
ま
だ
ま
だ
辛
抱
し
な
け
れ
ば
な
る

う
o

一
防
除
昔
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
ギ
タ
ジ
一
め
に
施
用
さ
れ
る
も
の
で
、
八
月
下
l
一

臣

い

る

。

一

ま

い

、

「

困

っ

た

と

え

み

ん

な

で

付

水

管

理

一

ン

P
粒
剤
を
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
、
三
一
九
月
上
旬
に
十
ア
ー
ル
当
た
り
、
化
成
一
昭
和
田
0
年
度
に
比
較
一
助
け
あ
っ
て
」
と
い
う
、
相
互
扶
助
の

田
植
後
、
活
着
す
る
ま
で
は
や
h

深
一
均
を
散
布
し
て
下
さ
い
。
一
三
十
キ
ロ
程
度
施
用
す
る
。
一
す
る
と
、
医
療
費
七
・
二
一
精
神
の
も
と
に
発
足
し
、
運
営
さ
れ
て

わ
一
水
と
し
、
そ
の
後
三
0
1三
五
日
位
は
一
撃
の
管
理
作
業
一
白
イ
タ
リ
ア
ン
の
は
種
一
倍
、
保
険
聖
書
と
な
っ
て
い
る
。
一
い
る
、
こ
の
国
民
震
保
険
制
度
を
、

一

浅

水

と

す

る

。

一

岩

田

虫

防

除

一

撃

の

省

力

化

の

た

め

イ

タ

リ

ア

ン

て

」

れ

は

、

昭

和

四

九

年

の

二

回

に

わ

志

保

険

者

の

皆

さ

ん

が

、

大

事

に

活

用

一
口
雑
草
防
除
一
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
が
は
七
月
中
一
草
生
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
一
た
る
大
幅
な
医
療
費
の
値
上
げ
、
老
人
一
し
、
更
に
そ
だ
て
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
が

?
嘉
義
の
確
保
後
、
二
・
四
1
1
D
一旬
J
九
月
上
旬
蓄
に
発
生
し
、
収
穣
一
八
月
下
旬
、
草
刈
後
十
ア
ー
ル
当
た
り
一
医
療
費
、
重
児
医
療
費
の
無
料
化
、
一
大
切
で
あ
ろ
う
。

一
で
防
除
す
る
。
一
一
一
白
|

D
の
散
布
時
一
時
の
ム
シ
グ
リ
と
な
り
商
品
価
値
を
な
一
二
一
キ
ロ
程
度
の
種
言
語
す
る
と
良
一
高
額
翼
賛
制
度
等
の
高
福
祉
施
策
に
一
一
位
は
高
血
圧
症

一
期
が
遅
れ
る
と
減
収
す
る
の
で
、
量
一
く
す
る
害
事
、
園
に
よ
子
は
四
l
一
ぃ
。
(
大
洲
農
業
改
善
良
普
及
所
)
一
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
医
療
費
の
上
一
言
、
ど
の
よ
う
な
病
気
に
医
療
費

E
h
4
4
も
+
。
+
申
。
も
4
+
+
+
A
V
も
A
V
申
4ト
A
V
も
4
4
4
e
A
9
e
4
4
4
9
+
a
V
4市
4
4
4ト
4
も
4
4
4
e
A
V
申
A
Vゆ
4
9
も
4骨
4
骨
AVA噂
Aすか
A
骨
骨
骨

AV-暗
唱

+
A
V
申
A
V
9
4
V
+
4
6
4
4
A
J
一

!
?
明
重
衛
門
の
方
も
、
足
も
を
ふ
り
始
め
、
牛
鬼
は
、
一
声
、
二
声
え
移
っ
て
、
明
る
か
っ
た
。
踏
み
シ
ャ
コ
ウ
と
す
る
が
、
こ
れ
に
一
一

元
舗
と
が
わ
る
い
の
で
、
少
し
‘
地
鳴
り
が
す
る
よ
う
な
声
で
、
ウ
ド
牛
鬼
と
重
衛
門
は
盛
ん
に
格
斗
を
は
重
衛
門
も
コ
タ
ネ
!
の
け
た
と
い
一
一

由

一

ノ

ヒ

ョ

ロ

ド

ウ

た

が

、

何

の

ン

ど

っ

た

ゲ

ナ

。

い

よ

い

よ

怪

物

牛

し

て

お

っ

た

。

ぅ

ヵ

ィ

。

一

一

間

E
L
こ
と
は
な
い
。
鬼
と
重
衛
門
と
の
、
大
格
斗
が
始
ま
重
衛
門
も

T鬼
も
、
ど
っ
ち
も
血
そ
の
う
ち
重
衛
門
は
目
ん
玉
や
鼻
一
一

一

一

併

が

立

ち

な

お

る

と

、

又

ア

っ

た

。

み

ど

れ

に

な

っ

て

、

切

っ

た

り

、

突

を

ネ

が

け

て

、

突

い

た

り

、

切

っ

た

…

一

間
ヂ
匂
ギ
ト
(
下
ゴ
)
を
け
り
あ
重
衛
門
の
わ
ら
び
声
、
牛
鬼
の
た
い
た
り
、
叩
い
た
り
、
牛
鬼
も
首
を
り
す
る
の
で
、
牛
鬼
の
ヤ
ラ
所
(
急
…
一

一一一

J
品
げ
た
が
、
イ
ッ
カ
ナ
動
か
ま
ら
ぬ
ウ
ナ
リ
声
に
、
夜
、
ま
だ
ふ
左
右
に
ふ
っ
た
り
、
上
下
に
伸
ば
し
所
)
じ
ゃ
し
の
う
、
牛
鬼
の
方
が
ャ
一
一

間

ιん
。
も
う
、
重
衛
門
も
我
け
ぬ
河
辺
の
一
宮
、
時
な
ら
ん
大
号
、
さ
す
が
の
重
衛
門
も
、
フ
ウ
ラ
レ
君
、
主
が
ウ
ド
ン
で
立
ち
一
一

?
臨
闇
慢
が
で
き
ず
、
「
ク
ソ
黄

j
i
l
l
}
l
j
i
t
i
l
i
-
-
i
i
i
上
が
ろ
う
と
す
る
所
を
、
重
衛
門
が
一
一

軍
謹

4

1

}

}

!

E

F

L

j

~

牛
鬼
の
目
ん
玉
を
ピ
シ
ャ
リ
、
ひ
や
ゆ
一

世

い

者

な

や

つ

」

と

ば

か

り

、

関

g
a
3
L圃
グ

、

ノ

晶

子

童

話

開

噌

醐

吋

品

、

!

日

一

宮

、

ノ

ト

V
盈
学
院
J
T
F
J
離

樹

監

艦

購

錦

.
2

し
つ
け
た
ら
、
目
玉
が
と
び
出
た
と
町
一

伊
ん
腰
の
ダ
ン
ピ
ラ
を
引
き
ぬ
点
轟
/
J
司
J
S
F
ぷ
桜
司
岡
高
錨
静
岡
炉
圏

e
一

い
て
、
牛
鬼
の
頚
す
じ
目
《

t
t
t
t
t
f《
t
f
J
J
F》
》
}
》
》
う

b

z

t

t

t

t

f

t

t

t

J

n

e

一

が
ろ
7
と
す
る
所
を
重
衛
門
が
牛
鬼
ヱ

》
〕
が
け
て
切
り
つ
け
た
。
騒
ぎ
ど
な
っ
た
。
フ
ケ
い
い
始
め
て
、
立
つ
て
は
向
こ
の
略
。
下
に
モ
ソ
ク
リ
こ
ん
で
オ
ヘ
一

ν品
田
が
、
岩
ト
の
よ
う
な
回
目
一
方
、
重
衛
門
の
家
の
者
ら
は
、
う
の
棟
子
を
み
る
の
で
、
や
ら
れ
て
上
げ
、
ブ
ラ
リ
下
っ
た
牛
の
キ
ン
ダ

ー
明
記
い
牛
鬼
の
く
び
が
切
れ
た
あ
ん
ま
り
帰
り
が
お
そ
い
の
で
不
思
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
皆
心
配

9
3
の
か
、
突
き
タ
ッ
タ
の
か
識
に
思
い
隣
り
の
人
ら
を
よ
び
集
め
そ
う
に
み
よ
っ
た
ゲ
ナ
が
、
牛
鬼
は

盟
、
分
か
ら
ん
が
、
そ
の
セ
に
イ
ぃ
、
ぼ
ど
近
い
い
格
斗
の
現
場
へ
向
っ
体
が
太
い
ケ
ン
オ
ッ
ケ
ニ
い
ご
く
し

キ
鬼
は
、
由
君
、
息
を
フ
ッ
た

Fン
タ
古
学
引
で
と
、
一
両
か
ょ
っ
で
き
重
衛
門
の
方
は
チ
ヨ
ッ
ト
小
イ
ゴ
キ

官、
ddv

ト
し
て
、
立
五
上
が
っ
た
の
た
現
場
に
は
、
重
衛
門
が
持
っ
て
い
す
る
の
で
ノ
立
そ
の
う
ち
重
衛
門
の

9

~

そ
し
で
璽
衛
門
の
方
へ
、
た
松
明
が
お
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
方
も
立
ち
な
お
っ
て
き
た
ゲ
ナ
。
牛

F
I
 

国民健康保険被保険者一人当り

医療費と保険税の動向

E二コ医療費

~保健税

臨翠麹老人医療費

昭和48年5月病類別医療費
(万)

80 

70 

6日

50 

u

f

h

L

1ぃ
ド
k

ド
L

y

f

L

r

「

ι 

が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
昭
和
四
八
年

五
月
の
病
類
別
医
療
費
を
グ
ラ
フ
に
し

て
み
た
。

一
位
は
や
は
り
高
血
圧
症
で
、
筋
骨

格
系
の
疾
患
、
胃
腸
、
肝
、
胆
の
う
疾

患
と
つ
づ
い
て
い
る
。

高
血
圧
症
は
な
か
な
か
治
り
が
た
い

病
気
だ
と
聞
き
ま
す
が
、
す
べ
て
の
病

気
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
自
分
で
よ
く
注
意

し
な
が
ら
、
医
師
の
指
導
に
し
た
が
っ

て
養
生
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

、思

40 

20 

10 

30 

ー
若
く
し
て
は
老
人
と
交
り
、
老
い

て
は
青
年
と
交
れ
l

福
沢
諭
吉
の
こ
の
一
言
葉
を
よ
く
引

用
し
て
「
若
い
う
ち
は
、
で
き
る
だ

け
老
人
か
ら
知
恵
を
吸
収
し
、
年
を

と
っ
て
か
ら
は
、
で
き
る
だ
け
若
い

も
の
か
ら
精
気
を
服
収
し
『
時
代
に

遅
れ
ず
、
世
故
に
長
(
た
)
け
よ
』
の
教

訓
だ
よ
」
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
忘
年

の
交
り
で

H

年
を
忘
れ
齢
(
よ
わ
い
)

心
/
ノ
を
超
越
し
て
、
互
い
に
心

戸
/
¥
一
を
、
許
し
て
っ
き
あ
う
こ

へ
広
)
と
H

で
あ
る
。

川
人
、
若
い
う
ち
は
、
と
も
す

(
の
一
一
る
と
老
人
の
哲
学
や
人
生

必
ノ
一
観
は
卑
俗
で
あ
り
、
俗
流

fvvi¥
化
し
て
魅
力
が
な
い
と
軽

(
ん
)
蔑
し
が
ち
で
あ
る
。

、し
1
パ
ノ
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
言
一

!
-

ノ
¥
¥
句
に
は
風
雪
に
耐
え
ぬ
い

た
、
人
間
の
み
が
も
っ
て
い
る
経
験

の
重
み
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
若
人
た
ち
が
老
人
の
言

葉
に
心
を
恭
し
く
し
て
耳
を
傾
け

と
も
す
る
と
浮
薄
に
な
り
が
ち
な
自

己
の
人
生
観
に
重
厚
さ
を
加
え
る
こ

と
は
、
人
間
形
成
の
上
に
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

一
方
、
老
人
の
方
は
年
齢
や
経
験

む
判
ヤ
ツ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
多
少

の
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め

H

駒
を
落
し
て
っ
き
あ

う
H

思
い
や
り
が
必
要
で
あ
る
。

『
尊
徳
翁
夜
話
』
の
こ
ん
な
一
節

青年老人と

植松駐在所

中川喜好

さ
す
な
り
。
甚
だ
し
き
違
い
に
い
た

っ
て
は
、
腹
金
と
か
歩
三
歩
と
い
う

ま
で
外
す
な
り
。
こ
れ
交
際
上
、
必
要

の
理
な
り
。

お
の
れ
富
み
、
か
っ
、
才
十
一
ー
あ
り

学
問
あ
っ
て
、
先
の
人
、
貧
な
杯
は

富
を
は
ず
す
べ
し
。
不
学
な
ら
ば

学
を
外
す
べ
し
。
こ
れ
将
棋
を
さ
す

の
法
な
り
。
か
く
の
如
く
せ
ざ
れ
ば

交
際
は
で
き
ぬ
な
り
己

毛
沢
東
で
さ
え
も
「
老
中
青
(
老

年
、
中
年
、
青
年
)
の
結
合
」
を
や

か
ま
し
く
い
っ
て
い
る
か
ら
、

H

真

理
は
一
つ
H

と
勺
7
こ
と
で
あ
る
。

短

を
心
に
と
め
て
い
た
ら
ど
う
か
。

E

「
交
際
の
道
は
碁
、
将
棋
の
道
に
の

f

っ
と
る
を
よ
し
と
す
。
そ
れ
将
棋
の

道
は
、
強
き
も
の
駒
を
お
と
し
て
、

先
の
人
の
力
に
相
応
ず
る
程
に
し
て

歌

上
林
ヨ
シ
子

訪
れ
る
庭
に
季
節
の
花
咲
か
せ

貧
し
き
老
い
の
生
き
る
た
の
し
み

J

I

と
り
ど
り
の
季
節
の
花
咲
く
前
に
陀
ち

訪
問
合
間
の
ひ
と
と
き
和
ご
み
ぬ

問
問
北
川
富
山
品
中
一
大
マ
ナ

あ
ぶ
な
し
と
思
い
黙
し
て
見
つ
め
い
る

溝
飛
ぶ
か
ま
え
き
び
し
き
孫
を

友
の
里
訪
れ
行
け
ば
家
族
み
な

く
み
交
う
酒
に
心
暖
た
む

⑧
 

⑧ 

句

角
藤
政
千
代

ら
ん
植
ゆ
る
石
丹
念
に
砕
き
け
り

ら
ん
に
水
や
る
と
き
楽
し
主
か
な

札
、
新
装
の
中
学
校
舎
花
日
和

い十
j

{
毛ひサ
木ぐワ

日?ざJlI
7- v '-

尚にも
高せ両
きき手
せたを柳
みて上
のらげ
声れて

て畦
里を井
の行士

道〈会

男

消

患
自

5
月
間
臼

歪

7
月
間
日

(
出
生
)
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三

久

保

父

隆

玉

井

純

平

中

居

H

藤
利
高
橋
欝
美

上
川
崎
か
義
徳
岡
本
通
義

(
結
婚
)
末
な
が
く
お
幸
せ
に
/

城
戸
脇
好
常
(
稲
谷
)

竹
岡
諸
子
(
内
子
町
)

(
死
亡
)
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

大
中
山
山
下
国
衛
(
七
一
才
)

百
合
谷
神
山
民
三
郎
(
七
二
才
)

中
大
成
玉
井
サ
カ
(
五
一
才
)

日
其
川
本
山
マ
サ
ヨ
(
七
三
才
)

。
虚
礼
廃
止
運
動

生
活
の
合
理
化
を
は
か
り
葬
儀
花
輪
、

香
典
返
し
、
お
見
舞
返
し
の
廃
止
を

。
み
ん
な
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
d

河
辺
村
一
連
合
婦
人
会

メ長

山
本
万
亀
子

雑
草
の
生
い
立
ち
早
し
庭
千
と
の

手
入
れ
'
欠
か
せ
ず
梅
雨
晴
れ
の
聞
に

い
た
わ
り
つ
野
良
に
愛
着
の
鍬
を
と
る

夫
の
こ
ご
と
を
気
に
し
な
が
ら
も

関

井

八

重

角
材
よ
全
学
連
よ
と
す
ご
き
世
に

す
く
/
¥
育
つ
孫
の
寝
姿

k
「・

1
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